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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はユビキチン様結合酵素をコードし、真核細胞における細胞質構成物質の分解、ターンオーバー、そしてリサイクルのプロセスであるオートファジーに関与するユビキチン化様システムの構成要素です。このタンパク質は、細胞死におけるオートファジーの制御に役割を果たすことが知られています。この遺伝子の偽遺伝子は20番染色体上に位置しています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。
	研究分野
	オートファジー
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	K562（1）、Hela（2）、およびTHP-1（3）細胞溶解物に対するATG3マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	ATG3マウスmAb（緑）を用いたSMMC-7721細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	ATG3 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による ATG3 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。
	

	ATG3 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

